
「どーれかな？」は、言葉を習得しはじめた子どもが、写真などの画像やひらがなを自己選択・自己決定してマッチングし、語彙力を高める教育用アプリです。

最初に右上の「問題の管理」ボタンを長押しして問題を作成してください

【「どーれかな？」の特徴】
①ワンタップの操作で学習が可能！ --> 子どもにとって操作方法が分かりやすい。
②教材の作成方法が簡単！ --> 教員のICT活用スキルに関係なく教材作成することができます。
③子どもの興味関心があるものや実態に応じてカスタマイズが可能！
--> 対象にする子どものオリジナル教材が作成できます。

【「どーれかな？」の内容】
①iPadで撮った写真をそのまま課題に用いることができます。（文字だけの入力も可能です。）
②2択問題から6択問題まで、子どもの習得状況に応じて選択肢を変更することができます。
③正答すると「〇」、誤答すると「×」が表示されます。（誤答すると再度同じ課題に戻る設定や正答した数が表示される設定、また全問正答するとファンファーレや好きな
動画が登場する設定があります。）

https://apps.apple.com/jp/app/どーれかな-問題版/id1390857022

https://apps.apple.com/jp/app/%E3%81%A9%E3%83%BC%E3%82%8C%E3%81%8B%E3%81%AA-%E5%95%8F%E9%A1%8C%E7%89%88/id1390857022


初画面 問題の作成・管理など（支援者向け）

学習のスタート



問題の管理画面



ファオルダ操作

新規作成終了

各課題共通の項目（画面構成）

ドラッグで 
出題順を変更できます

タップすることで 
問題を削除します



問題のタイトルを入力します

問題の新規作成



ページのタイトルを入力します

問題の新規作成

子供の状況に応じて設定します

子供の状況に応じて設定します

出題の内容によってが選択します

正解は一つだけです。

カメラで撮影

文字を入力

既存画像を選択

２択から６択まで選択が可能です。

正解した時の設定

全問正解した時の設定

（＊詳細ページへジャンプします）



正解した時の設定

非表示 下記の設定
閉じる

表示する画像を選択

表示画面を確認



全問正解した時の設定

画像 アルバムの動画

閉じる

表示する動画を選択

表示画面を確認

YouTube

YouTubeを選択

表示画面を確認

表示する画像を選択

表示画面を確認



文字を読んで画像を選択（＊完成イメージ）

裏データが一時的に表示されます



文字を読んで文字を選択（＊完成イメージ）

裏データが一時的に表示されます



オーダーメイド教材が作れる代表的なアプリのご紹介です。 
（順次、作成手順を作ってアップしていきます）

一番代表的なアプリです。 
すべて英語ですが、個に応じた細かいセッティングが可能 

有料版では、教材をシェアすることも可能です



日本製アプリなので、すべて日本語です。 
他のアプリとはちょっと違った教材が作成できますが、 

多機能なために、少し慣れが必要です。 
使用者（子ども）は、Finger Boaerd for Student を利用します。



日本製アプリなので、すべて日本語です。 
作成には「つくるんです」 

使用者（子ども）は「まなぶんです」 
履歴管理には「のこるんです」　の各アプリが連動しています。 



日本製アプリなので、すべて日本語です。 
各問題の正誤判定により次の問題（フロー）を設定できます。 
各問題の解説や回答率によってゴール画面が設定できます。














